
ポロネーズ 

• 内容: 

ショパンはポーランドの民族舞曲であるポロネーズを愛し、多くのポロネーズを作

曲しました。「英雄ポロネーズ」（Op.53）はその代表作で、力強く、愛国心あふれ

る響きが特徴です。 

• 技術的ポイント: 

ポロネーズでは、リズムの強調と右手の技巧的なパッセージを正確に演奏するこ

とが求められます。また、豪華さと威厳を持った表現が必要です。 

ショパンのポロネーズ（Polonaise）は、ポーランドの民族舞踊に由来する形式で、ショパン

はこの形式を用いて多くの傑作を生み出しました。彼のポロネーズは単なる舞曲を超え、

祖国ポーランドへの愛国的な感情や個人的な感情を表現するものとなっています。ここ

では、彼の代表的なポロネーズを 1曲ずつ詳しく紹介します。 

1. ポロネーズ第 1番 変ロ短調 Op.26-1 

• 概要: この作品はショパンの初期のポロネーズで、力強くドラマティックな雰囲気

が特徴です。変ロ短調という調性が、曲全体に暗く荘重な印象を与えていま

す。 

• 構造: 全体的にダイナミックな表現が多く、特に中間部では華麗なパッセージ

が展開されます。典型的なポロネーズのリズム（強弱弱）が明確に表れていま

す。 

• 演奏のポイント: 力強さと荘厳さを表現するために、強弱の対比をしっかりとつけ

ることが重要です。 

2. ポロネーズ第 2番 変ホ短調 Op.26-2 

• 概要: Op.26-1 と対をなすこの作品は、より抒情的でメランコリックな雰囲気を持

っています。変ホ短調の調性が、悲しげな感情を強調します。 



• 構造: 複雑な和声進行とリズムの変化が特徴で、右手の旋律が左手の重厚

な伴奏に支えられています。中間部では明るい調性に転調し、一時的に穏や

かな雰囲気が生まれます。 

• 演奏のポイント: 内面的な感情を深く表現することが求められ、特にペダルの使

い方が重要です。 

3. ポロネーズ第 3番 イ長調 Op.40-1 「軍隊」 

• 概要: ショパンのポロネーズの中でも特に有名な曲で、「軍隊」の愛称で知られ

ています。この愛称は、曲の冒頭に現れる力強いリズムと行進曲風の旋律に由

来します。 

• 構造: 曲全体が勇壮で高揚感に満ちており、ショパンのポーランド愛国心が強く

感じられる作品です。中間部では、より落ち着いた旋律が登場し、曲に対比をも

たらします。 

• 演奏のポイント: 雄大なスケール感を持って演奏し、特に左手の強調されたリズ

ムを明確にすることが重要です。 

4. ポロネーズ第 4番 ハ短調 Op.40-2 

• 概要: Op.40-1 と同じく、ポーランドの英雄的な精神を描いた作品ですが、こちら

は暗く、厳しい雰囲気が漂っています。ハ短調の調性が、曲に深い悲しみと決

意を与えています。 

• 構造: 重厚で複雑な和声が特徴で、特に中間部では不安と緊張感が高まり

ます。全体的に激しさと悲壮感が交錯する展開が見られます。 

• 演奏のポイント: 強弱やテンポの変化を繊細にコントロールし、曲のドラマティック

な展開を際立たせることが重要です。 

5. ポロネーズ第 5番 嬰ヘ短調 Op.44 

• 概要: この作品は非常にスケールが大きく、ショパンのポロネーズの中でも特に

劇的な曲です。序奏から圧倒的な存在感があり、続くメインテーマも力強く展開

されます。 



• 構造: 曲の中間部にはマズルカ風のセクションがあり、ポロネーズの主題と対比

を成しています。全体的に激しい感情と複雑な構造が特徴です。 

• 演奏のポイント: 技術的に高度な部分が多く、特に中間部の転調やリズムの変

化に注意が必要です。感情表現とテクニックのバランスを取ることが求められま

す。 

6. ポロネーズ第 6番 変イ長調 Op.53 「英雄」 

• 概要: ショパンのポロネーズの中で最も有名な作品で、「英雄」の愛称で知られ

ています。冒頭から圧倒的な迫力を持ち、曲全体が力強さと高揚感に満ちて

います。 

• 構造: 曲は三部形式で、中間部では右手が激しいオクターブ奏法を展開し、

左手のリズムと共に曲にダイナミズムを加えています。再現部では主題がさらに

壮大に繰り返され、華やかに終結します。 

• 演奏のポイント: 技術的に非常に要求が高く、特に右手のオクターブや左手の

重厚なリズムを精確に演奏することが求められます。音量と感情のコントロール

も重要です。 

7. ポロネーズ第 7番 変イ長調 Op.61 「幻想ポロネーズ」 

• 概要: 最後のポロネーズであり、ショパンの成熟した音楽性が反映された作品

です。「幻想ポロネーズ」というタイトルからもわかるように、伝統的なポロネーズ形

式を超えて、自由な形式と幻想的な要素が組み込まれています。 

• 構造: 曲は非常に自由な形式を持ち、複数の異なるテーマやリズムが絡み合

い、複雑な展開を見せます。ポロネーズのリズムが基盤にありながらも、随所に

変則的な要素が見られます。 

• 演奏のポイント: 高度なテクニックと深い音楽的解釈が求められます。特に、複

雑なリズムの変化や、幻想的な雰囲気を保ちながらも構成感を持たせる演奏

が重要です。 

 



これらのポロネーズは、ショパンの作曲技術と感情表現の豊かさを示す傑作揃いです。

各曲は異なる感情や物語を描いており、演奏者には深い理解と技術が求められます。

また、これらの作品を通じて、ショパンがいかにポーランドの伝統を尊重しつつも、自身の

独自の音楽スタイルを確立していったかを感じることができます。 

 

 


	ポロネーズ
	1. ポロネーズ第1番 変ロ短調 Op.26-1
	2. ポロネーズ第2番 変ホ短調 Op.26-2
	3. ポロネーズ第3番 イ長調 Op.40-1 「軍隊」
	4. ポロネーズ第4番 ハ短調 Op.40-2
	5. ポロネーズ第5番 嬰ヘ短調 Op.44
	6. ポロネーズ第6番 変イ長調 Op.53 「英雄」
	7. ポロネーズ第7番 変イ長調 Op.61 「幻想ポロネーズ」

